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北
風
と
太
陽
！
と
い
う

寓
話
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
実
践
し
た
の
が
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
で
現
地
の

人
々
と
と
も
に
活
躍
し
た

中
村
哲
さ
ん
で
す
。

「
百
の
診
療
所
よ
り
一

本
の
用
水
路
」
と
、
土
木

工
事
に
身
を
投
じ
、
６５
万

人
の
地
元
の
人
に
命
の
水

を
届
け
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
、
武
器
に
よ
る
解
放

に
命
を
託
し
て
い
た
タ
リ

バ
ン
か
ら
離
脱
、
農
民
に

戻
っ
た
人
々
も
い
ま
す
。

ひ
る
が
え
っ
て
イ
ラ
ク

戦
争
で
ア
メ
リ
カ
軍
は

９０
万
人
の
難
民
を
生
み
出

し
て
い
ま
す
。
た
だ
で
さ

え
戦
争
は
気
候
変
動
の
最

大
の
要
因
で
す
。
戦
争
と

地
球
温
暖
化
は
難
民
を
生

み
出
し
て
止
み
ま
せ
ん
。

武
力
に
よ
る
結
着
や
、

Ａ
か
Ｂ
か
と
い
っ
た
限
ら

れ
た
情
報
に
た
よ
る
思
考

に
た
よ
る
の
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
中
村
哲
さ
ん
が

身
を
も
っ
て
示
し
た
、
日

本
国
憲
法
の
平
和
の
精

神
、
人
権
の
思
想
を
世
界

に
輸
出
す
る
こ
と
こ
そ
、

私
た
ち
が
進
む
べ
き
道
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

講
演
会
「
戦
火
の
子
ど

も
た
ち
に
学
ん
だ
こ
と

―
世
界
に
広
げ
よ
う
憲

法
９
条
」
で
、
西
谷
文

和
さ
ん
写
真
左
が
語
っ

た
言
葉
か
ら
。
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３
月
１５
日
、
ヴ
ィ
ス
タ
の
会

（
京
都
生
協
関
係
者
の
任
意
親

睦
団
体
）
主
催
、
高
齢
者
生

協
く
ら
し
コ
ー
プ
協
賛
で
、
講

演
会

「
戦
火
の
子
ど
も
た
ち

に
学
ん
だ
こ
と
―
世
界
に
広

げ
よ
う
憲
法
９
条
」
が
開
か

れ
、
く
ら
し
コ
ー
プ
か
ら
２０

人
、
全
体
で
５０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

講
師
の
、
「
テ
レ
ビ
に
出
ら

れ
な
い
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
西

谷
文
和
さ
ん
は
、
戦
場
も
い

と
わ
ず
世
界
を
飛
び
回
り
取

材

・
報
道
を
続
け
る
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。

こ
の
日
も
パ
レ
ス
チ
ナ
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
、
大
阪
関
西
万
博

に
つ
い
て
歴
史
か
ら
最
新
情
報

ま
で
縦
横
無
尽
に
早
口
で
語

ら
れ
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
で
戦
争
と
平

和
、
日
本
と
憲
法
に
つ
い
て
ふ

れ
ら
れ
た
サ
ワ
リ
の
部
分
を

紹
介
し
ま
す
。

紙
面
化
に
当
り
、
清

水
隆
さ
ん
、
吉
田
博
一

さ
ん
、
酒
井
辰
哉
さ
ん

（
以
上
山
科
区
）、
瀧
本

正
史
さ
ん
（
北
区
）、
細

見
信
夫
さ
ん(
城
陽
市
）

に
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

学んだこと

げよう憲法９条
　

そ
も
そ
も
パ
レ
ス

　

チ
ナ
と
は

第
１
次
大
戦
前
、
パ
レ
ス

チ
ナ
・
ア
ラ
ブ
地
域
は
、
ド

イ
ツ
を
背
景
に
オ
ス
マ
ン
ト

ル
コ
が
支
配
し
て
い
ま
し

た
。
ト
ル
コ
か
ら
の
解
放
を

名
分
に
、
ロ
シ
ア
を
後
立
て

と
し
た
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン

ス
が
支
配
者
に
な
り
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
は
北
寄
り
の
シ
リ

　

イ
ス
ラ
エ
ル
国
家

　

は
、
な
ぜ
か
く
も

　

好
戦
的
か

イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
は
、
メ

デ
ィ
ア
を
規
制
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
使
っ
た
フ
ェ
イ
ク
情
報
を

拡
散
し
て
い
ま
す
。
男
性
３

年
・
女
性
２
年
の
国
民
皆
兵

徴
兵
制
下
、
思
想
教
育
は
す

さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　

全
て
の
戦
争
は
ウ

　

ソ
で
始
ま
る

戦
争
は
政
治
的
広
告
で
す
。

一
昔
前
は
テ
レ
ビ
で
、
今

は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
。「
大
量
破
壊
兵

器
保
有
」
を
口
実
に
し
た
米

英
・
有
志
連
合
の
イ
ラ
ク
侵

攻
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と

こ
ろ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ア

メ
リ
カ
で
は
移
民
・
難
民
排

斥
の
た
め
「
ハ
イ
チ
移
民
は

犬
猫
食
う
と
る
」
と
い
う
情

報
が
、
ま
こ
と
し
や
か
に
流

さ
れ
ま
し
た
。
関
東
大
震
災

の
時
は
、
朝
鮮
人
、
無
政
府

西
谷
文
和　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

テ
レ
ビ
に
出
ら
れ
な
い

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。

京
都
府
出
身
。
立
命
館

大
学
理
工
学
部
中
退
、
大

阪
市
立
大
学
経
済
学
部
卒

業
。吹

田
市
役
所
勤
務
の
後
、

フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

に
。２

０
０
３
年
、
「
イ
ラ
ク

の
子
ど
も
を
救
う
会
」
を

設
立
。
２
０
０
６
年
度
、

「
平
和
協
同
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
大
賞
」
を
受
賞
。

米
軍
の
劣
化
ウ
ラ
ン
弾

使
用
を
厳
し
く
批
判
。

ア
・
レ
バ
ノ
ン
を
、
南
寄
り

の
油
田
地
帯
は
利
権
に
聡
い

イ
ギ
リ
ス
が
支
配
に
乗
り
出

し
ま
す
。
こ
こ
が
当
時
の
パ

レ
ス
チ
ナ
で
、
ア
ラ
ブ
人
も

ユ
ダ
ヤ
人
も
自
由
に
往
来
し

て
い
ま
し
た
。

第
２
次
大
戦
後
、
こ
の
地

に
「
イ
ス
ラ
エ
ル
」
が
建
国

さ
れ
、
ア
ラ
ブ
の
人
々
は
排

除
さ
れ
、
あ
る
い
は
囲
い
込

ま
れ
、
自
由
の
な
い
貧
し
い

暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

の
で
す
。
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保険のことならなんでもご相談下さい！

（有）関西総合保険事務所京滋店

〒604-8222　中京区四条通室町西入上る
観音堂町４６６　みやこビル２階

TEL(075）222-2267　FAX(075)708-2380

蒲池英昭担当
携帯(090)1242-1844 かまち　ひであき

　　～阿部ひろ江ライブ情報～

5 月 4 日 ( 日 ) 午後 1 時～
東日本、能登支援「悲願会」
法然院にて

戦火の子どもたちに

世界に広

　

フ
ェ
イ
ク
情
報
の
拡

　

散前
々
回
の
ア
メ
リ
カ
大
統

領
選
挙
（
ト
ラ
ン
プ
対
ク
リ

ン
ト
ン
）
時
の
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
フ
ェ
イ
ク
情
報
拡
散
。　

今
回
の
大
統
領
選
挙
（
ト
ラ

ン
プ
対
ハ
リ
ス
）
で
は
、
イ
ー

ロ
ン
・
マ
ス
ク
に
よ
る
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
買
収
に
よ
る
Ｘ
で

　

唯
一
の
道
や
二
者

　

択
一
で
な
く
、
多

　

数
の
道
か
ら

報
道
や
Ｎ
Ｅ
Ｔ
上
に
出
て

く
る
硬
直
し
た
道
で
は
な

く
、
多
数
の
道
か
ら
解
決
策

を
さ
ぐ
り
ま
し
ょ
う
。

日
本
に
は
憲
法
の
道
が
あ

り
ま
す
。
京
都
で
国
際
平
和

会
議
を
や
り
ま
し
ょ
う
や
。

世界に広
主
義
者
が
、
「
井
戸
に
毒
を

投
げ
込
ん
だ
」
と
デ
マ
を
流

さ
れ
、
多
数
の
外
国
人
、
社

会
思
想
家
、
被
差
別
部
落
民

が
虐
殺
さ
れ
ま
し
た
。
ポ
ー

ラ
ン
ド
で
ユ
ダ
ヤ
人
排
斥
が

始
ま
っ

た
の
も
、

キ

リ

ス

ト

教

会

に

よ

る

「
ユ
ダ
ヤ

人

が

井

戸
に
毒
」

の
宣
伝
か
ら
―
と
、
東
西
そ
っ

く
り
で
す
。

の
フ
ェ
イ
ク
拡
散
が
決
定
的

だ
っ
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
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⦿あっという間の９０分でした。

⦿西谷さんが取材された動画が衝撃でした。ＳＮＳでフェイクニュースを流し世論を戦争賛成にして

　行くイスラエルのやり方は危険であり、アメリカ大統領選、兵庫県知事選でも同じ様な事が起こっ

　ている。

⦿ネット界では有名な西谷さん。動画あり、ユーモアありで良かったです。

⦿初めて聞く話が多々あって面白かった。ユーチューブで見てみたい。

⦿タイムリーな話で考えさせられました。戦争と中村哲さんの話は余りにも対称的……話が多方面に

　広がり、興味が尽きなかった。

⦿命の危険の中ならではの臨場感がありました。ＳＮＳだけでは真実が伝わりにくいと言うことが分

　かりました。

⦿イスラエルとパレスチナ。映像を見て良く分かりました。中村さんの活動すごかったんですね。戦

　争はお互いに、憎しみを生むだけですね。

⦿中村哲さんのビデオ ( 映像）が見たい。

⦿なかなか聴く事が出来ない話が分かりやすく目一杯聴けて良かったです。中村哲さんの「人・命・水」

　２０２４年カレンダー毎日目にして過ごしています。偉業の結果を世界中が目にしたことは勇気を　

　与えられます。

⦿特にイスラエル、パレスチナの始めが良く分かって日頃の疑問が解けました。

⦿とても楽しいお話でした。戦争は何故始まったのか？またどうして終わらないのか、など分かりや

　すい説明でした。

⦿ネットのフェイクニュース怖いなと改めて思いました。

⦿イスラエルの反戦の声が小さくなってきている様に感じていたが、訳が良く分かった。イスラエル

　のみならず全世界に共通している様に思う。これから先どうなるのか。

⦿分かりやすいお話しで、興味深く聴く事ができました。

⦿何が真実なのか？をしっかり見極めて老兵なりに頑張りたいと思える。

⦿中東の戦争がなぜ止められないのか、少しわかったかも。中村哲さんの功績が画像で見られて、よ

　り分かりました。

⦿大変良く分かり勉強になりました。どんあ事があろうと戦争はダメだと思っています。

⦿重い課題を判りやすく、面白くして頂きました。

⦿全くメディアでは流れない報道を教えてくれた。

西谷講演 「戦火の子どもたちに学んだこと」 の感想から
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山田裕子
老いるって？

５月の事業所だより

デイサービスセンター
きらく庵

西陣
　きらく庵のスタッフとして通い早数年？ご利

用者、スタッフ共々笑いも交えながら、一日が

「あっ」と言う間に終わり、「今日もありがとう」

「また次回お元気で。お待ちしています」と見

送り、私もまだまだ大丈夫！！と思ってました。

　しかし、ちょっとケアを忘れて油断した時、

自宅で左足を一歩踏み出した瞬間ビ～ンと足が

痺れて「何コレ？」脚は動くし歩けるけどずっ

家庭的な雰囲気のデイサービスです。スタッフと
ワイワイ賑やかに過ごすもよし、趣味に没頭する
もよし、のんびり過ごすもよし。機能訓練もしっ
かりやりますよ。みんながウキウキわくわくする
楽しいデイサービスをめざしています。

介護支援センター
紫野きらく庵

必要な人が介護保険サービスを受けられるように、

一緒に考えてケアプラン（サービス計画書）を作り

ます。地域の人と住み慣れた家で生活できるように

暮らし丸ごと支援します。

終活サポート

気づいた時が始めどき！月２回の相談会とエン

ディングノート作成支援は、無料でご利用頂けま

す。有料サービスや標準料金のパンフレットもあ

りますのでお気軽にお問合せ下さい。

と痺れてました。結果ひざの軟骨が切れていて、

手術は２泊３日、一ヶ月休む様に言われてほぼ

ひと月松葉杖でリハビリ通い。段差の多い我が

家は想像以上に不自由で…。しかし松葉杖で歩

く私にまわりの方々はやさしく、あたたかな言

葉を受けて励まされて感激した初体験でした。

もっともっと大変な経験をして頑張っておられ

る方を思う時「こんな体験大した事ないよ。」

と思われるでしょうね…。

　四月から次女も新生活を踏み出し夫婦二人の

生活に成り安堵感、淋しさも有りつつ今後もご

利用者を見習い前向きに自分のやりたい事を出

来る範囲でやっていこう。まずは体の動く内に

断捨離！！やらなくては…と思う次第です。最

近年を重ねるとは、こういう風に老いはやって

来るのか、としみじみ感じています。
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四
月
六
日
は
、
満
開
の
桜

と
春
の
雨
の
慰
霊
祭
と
な
り

ま
し
た
。

開
始
前
、
白
石
将
さ
ん
は

チ
ェ
ロ
の
、
物
故
さ
れ
た
上

田
彰
さ
ん
（
写
真
下
）
の
友

人
浅
井
明
美
さ
ん
は
大
正
琴

の
、
音
を
確
認
さ
れ
て
い
る

時
、
雲
行
き
が
怪
し
く
な
り
、

細
い
雨
が
落
ち
て
き
た
か
と

思
う
と
、
ア
ッ
と
い
う
間
に

本
格
的
に
降
っ
て
き
ま
し
た
。

共
同
墓
運
営
委
員
会
は
、
い
っ

た
ん
霊
園
内
の
休
憩
所
の
あ

る
建
物
に
、
移
動
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
建
物
の
窓
か

ら
は
、
ぐ
る
り
と
桜
が
見
渡

せ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
グ
ル
ー

プ
以
外
は
誰
も
お
ら
れ
ず
貸

し
切
り
の
よ
う
で
し
た
。

時
間
遅
れ
で
開
会
。
共
同

墓
管
理
運
営
委
員
会
の
水
口

武
夫
さ
ん
（
写
真
右
下
。
隣

が
筆
者
）
の
開
会
挨
拶
に
続

き
、
物
故
者
紹
介
が
さ
れ
、

そ
の
方
々
の
人
生
を
偲
び
ま

し
た
。

残
念
な
が
ら
、
白
石
さ
ん

の
「
鳥
の
歌
」
や
、
浅
井
さ

ん
の
大
正
琴
演
奏
「
湖
底
の

故
郷
」
は
お
聞
き
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

奥
谷
専
務
が
ス
マ
ホ
か
ら
出

し
た
東
海
林
太
郎
の
歌
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
二
人
の
楽
器
が
雨
で
ぬ
れ

て
し
ま
っ
た
こ
と
は
本
当
に

申
し
分
け
な
く
思
い
ま
す
。

時
間
の
関
係
で
故
人
が
好

ん
で
お
ら
れ
た
歌
の
合
唱
は

少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
稲

葉
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
「
平
和

の
風
」
「
折
り
鶴
」
「
あ
な
た

が
夜
明
け
を
つ
げ
る
子
ど
も

た
ち
」
を
歌
い
、
戦
後
８０
年
、

平
和
へ
の
思
い
を
あ
ら
た
に

し
ま
し
た
。

最
後
に
奥
谷
専
務
の
閉
会

の
挨
拶
の
中
で〝

平
和
の
風

″
の
二
基
目
の
墓
誌
が
つ
い

先
日
に
設
置
さ
れ
た
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。（
上
写
真

の
向
っ
て
左
が
二
基
目
の
墓

誌
）
そ
の
頃
に
は
雨
も
止
ん

沖
縄
・
広
島
・
長
崎
そ
し
て
戦
後
80
年

　
　
　
第
９
回
合
同
慰
霊
祭
を
行
い
ま
し
た
　

矢
木
小
夜
子

で
い
た
の
で
可
能
な
方
が
車

で
共
同
墓
に
も
ど
り
、
黄
色

の
ガ
ー
ベ
ラ
を
一
人
ず
つ
献

花
し
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

参
加
者
は
２２
人
で
し
た
。

お
墓
の
中
で
は〝

何
や
今

日
の
慰
霊
祭
は
バ
タ
バ
タ
し

て
た
な
ぁ
″〝

雨
も
降
っ
た

り
や
ん
だ
り
で
、
せ
わ
し
な

い
こ
っ
ち
ゃ
っ
た
″〝

そ

や
け
ど
今
年
も
来
て
く
れ
て

嬉
し
か
っ
た
な
ぁ
″
等
と
お

し
ゃ
べ
り
さ
れ
て
い
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
雨
が
降
っ
た

け
れ
ど
も
昨
年
に
続
き
桜
を

い
っ
ぱ
い
観
る
事
が
で
き
た

慰
霊
祭
と
な
り
ま
し
た
。

墓
友
の
皆
さ
ん
、
次
は
秋

の
交
流
会
で
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。

（
写
真
提
供
：
矢
木
・
内
藤
・

奥
谷
の
皆
さ
ん
）
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手話クイズ

  ①③ ②

（解答14㌻）

◆
﹁
や
く
そ
く
﹂
の

　
　

手
話
は
ど
れ
で
し
ょ
う
？

小指を曲げて上下

にからませた両手

を上下に引き離す。

両手の小指を曲げ

て上下にからませ

て強く引き下げる。

両手拳を上下につけ

合わせたまま、胸の

中央に引き寄せる。

手話　　　  サークル
５月の日程

５月２日 （金曜日） 14 ： 00 ～本部１階ホール

指
文
字

「４」の形の指先を曲げる。

「数字４0」

　貴方の 「軌跡」 のお手伝い

社会運動での生きざま（自分史）をＤＶＤ（映像）で後世に残します。

　　　　　　　メディアとツアーの長年の経験生かして

ムービー　軌跡　プロデューサー　富田秀信

 090-3671-4543

　 自己紹介→ブログ 「一人になった千代野ノート」

・ ・
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環
境
と
平
和
の
委
員
会

▼
南
相
馬
復
興
支
援
水
プ
ロ

２
月
は
19
人
の
方
か
ら
合

計
１
万
９
０
０
０
円
の
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
累
計

３
８
７
・
６
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

⦿
ま
た
ま
た
わ
か
ら
な
い
こ

と
！
「
乾
式
貯
蔵
施
設
」
と
は
？

　

３
月
２６
日
東
北
電
力
女
川
原

発
か
ら
出
る
使
用
済
み
核
燃
料

を
空
気
で
冷
や
し
て
貯
蔵
す

る
「
乾
式
貯
蔵
施
設
」
を
設
置

す
る
と
の
こ
と
。
こ
の
施
設
設

置
は
電
力
各
社
で
広
が
っ
て
い

て
、
四
国
電
力
伊
方
原
発
と
九

州
電
力
玄
海
原
発
も
、
原
子
力

規
制
委
員
会
の
審
査
に
合
格
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

で
も
こ
れ
は
一
時
的
な
保
管

場
所
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
使

用
済
の
核
燃
料
は
搬
出
さ
れ
な

い
ま
ま
、
た
ま
り
続
け
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
又
、
ム

ダ
な
物
を
費
用
を
か
け
て
作
っ

て
い
る
気
が
す
る
の
は
知
識
の

な
い
私
だ
け
で
す
か
？

▼
環
境
平
和
の
つ
ど
い
2
月
報
告

２6
日
、
６
人
。

� 　

「ガ
ザ
と
ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
」

　

「
テ
レ
ビ
に
出
ら
れ
な
い

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
」
西
谷
文
和

さ
ん
の
近
着
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ガ
ザ
と

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
」
を
観
賞
。

理事会
委員会
だより

理事会
委員会

現
地
の
今
の
生
々
し
い
姿
に
衝

撃
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

� 
大
須
事
件
の
真
実
を
学
ぶ

　

１
９
５
２
年
７
月
７
日
、
名

古
屋
市
大
須
で
デ
モ
隊
と
警
察

部
隊
が
衝
突
し
、
騒
乱
罪
の
成

立
が
裁
判
所
で
認
め
ら
れ
た
事

件
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

�
昭
和
百
年
紫
式
部
特
集

　

親
の
苦
労
の
お
陰
で
私
た
ち

は
こ
こ
ま
で
生
き
て
き
た
―
こ

も
ご
も
振
り
返
っ
て
は
？

�
自
衛
隊
を
非
武
装
に
？

　

日
本
国
憲
法
に
従
う
の
で
あ

れ
ば
。
…
等
々

（
環
平
太
）

第
１1
理
事
会
報
告

(

3
月
28
日
）

理
事
11
人
中
10
人
出
席
。

監
事
2
人
中
1
人
参
加
。

▼
報
告
事
項

⦿
組
織

・
経
営
状
況

　
　

（
表
参
照
）

▼
協
議
事
項

⦿
く
ら
し
コ
ー
プ
の
目
指

す
こ
と

　

今
後
に
向
け
て
協
議
を
す

す
め
ま
す
。

⦿
学
習
会
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て

　
　

次
年
度
以
降
、
幅
広
い

協
力
で
地
域
に
貢
献
で
き

る
よ
う
企
画
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

本
誌
や
高
齢
者
生
協
く
ら

し
コ
ー
プ
に
つ
い
て
ご
意

見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

　
（
尚
、
郵
便
料
金
が
高
く

な
り
ま
し
た
💢

✉
メ
ー

ル
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
ご
活
用
を

お
す
す
め
し
ま
す
）

　

紫
式
部
は
、
印
刷
単
位

の
関
係
で
毎
号
相
当
数
の

余
分
が
で
て
い
ま
す
。
利

用
・
加
入
の
お
す
す
め
に

手
わ
た
し
や
ポ
ス
テ
ィ
ン

グ
な
ど
で
の
ご
活
用
を
お

願
い
し
ま
す

＜（＿　＿）＞

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 6,023 4,297 🔼🔼1,726

経費合計 6,515 5,717 🔼🔼798

事業剰余 🔼🔼492 🔼🔼1,420 🔼🔼928

経常剰余 🔼🔼304 🔼🔼1,338 🔼🔼1,034

2024年度   　2   　2月度経営状況　　　　　(千円）

前年実績 本年実績 前年差異

売上合計 62,438 67,647 5,209

経費合計 73,777 74,990 1,213

事業剰余 🔼🔼11,339 🔼🔼7,343 3,996

経常剰余 🔼🔼9,７１１ 🔼🔼6,707 3,004

4月～2月度累計4月～2月度累計

　
　

くらしコープへの御寄付

３月１日～３１日（敬称略）

野村知子、村上達夫、村上ひろみ、

匿名お一人、脱退時出資金御寄付 13 人

計１７人の方から

総額84,600円の御寄付をいただきました。

ありがとうございました。

1,160

18,954口

人数 口数

加入 6人 18口

増資 3人 3口

脱退 64人 🔼🔼402口

減資 1人 🔼🔼55口

増減 🔼🔼58人 🔼🔼436口

組織状況（2025年3月31現在）

組合員総数

出資金残高（千円）

3月実績

1,210人

19,263口

人数 口数

加入 1人 3口

増資 3人 15口

脱退 0人 0口

減資 0人 0口

増減 1人 18口

組織状況（2024年11月30日現在）

組合員総数

出資金残高（千円）

11月実績

環
境
と
平
和
の
委
員
会
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サロン
サークル
だより

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

▼
３
月
の
報
告

今
回
の
映
画｢

九
十
歳
、
何

が
め
で
た
い｣

は
前
評
判
も

上
々
で
１９
人
の
参
加
で
し
た
。

や
は
り
、
草
笛
・
唐
沢
コ
ン
ビ

が
笑
い
と
涙
を
誘
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

▼
▼
５
月
の
予
定

大
正
琴
の
演
奏
と
歌
う
会
で

す
。
琴
の
演
奏
は
地
元
・
柊
野

で
教
え
て
お
ら
れ
る
粟
津
さ
ん

で
す
。
何
人
か
の
お
弟
子
さ
ん

と
一
緒
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
期
待

下
さ
い
。

５
月
２4
日
（
土
）
10
時
か
ら

会
場
：
北
区
西
賀
茂
・
水
野
宅

交
通
：
市
バ
ス
西
賀
茂
車
庫
前

９
時
２８
分
発
の
特
３７
系
統
で
高

橋
南
下
車
が
便
利
。

お
問
い
合
わ
せ
は
水
口
へ

℡

０
７
５
・
４
９
２
・
７
２
６
４

参
加
費
５
０
０
円
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▼
３
月
の
報
告

１４
日
１４
人

２８
日
雨
天
中
止　

　

何
と
、
今
年
は
雪
が
少
な
く
、

京
北
が
再
開
。
３
ヶ
月
振
り
に

故
郷
に
帰
っ
た
気
分
で
し
た
！

し
か
し
、
２８
日
は
雨
で
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
残
念

( ；∀；)

▼
▼
５
月
の
予
定
９
日
と
２３
日

手
話
サ
ー
ク
ル

▼
▼
５
月
の
予
定

２
日(

金)

１4
時
～
本
部
ホ
ー
ル

読
書
サ
ー
ク
ル

▼
社
会
問
題
読
書
会
４
月
報
告

ジ

ョ
ー

ジ
・
オ

ー

ウ

ェ
ル

『１
９
８
４

（年
）』
第
５
回

２
日
、
５
人
。

　

第
２
部
第
５
～
８
章
。

主
人
公
は
非
常
事
態
と
思
わ
れ

る
恐
怖
政
治
の
下
、
恋
人
と
の

密
会
を
続
け
ま
す
。
先
の
見
え

な
い
日
常
生
活
、
窓
の
外
で
は

敵
国
か
ら
と
は
思
わ
れ
な
い
砲

弾
が
飛
び
交
い
イ
ン
フ
ラ
施
設

が
次
々
破
壊
さ
れ
、
幼
な
子
を

含
む
人
々
の
命
が
次
々
と
奪
わ

れ
て
い
き
ま
す
。
あ
あ
。

▼
▼
社
会
問
題
読
書
会
５
月
予
定

ジ

ョ
ー

ジ
・
オ

ー

ウ

ェ
ル

『１
９
８
４
（年
）』
（角
川
文
庫
・

早
川
文
庫
等
）
第
６
回

　

７
日

（
水
）
１
時
半
～
、
本

部
ホ
ー
ル

▼
名
作
を
読
む
会
３
月
報
告

サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

『
星
の

王
子
さ
ま
』
第
４
回

１９
日
４
人
。
第
１１
～
２０
章
。

　

う
ぬ
ぼ
れ
男
、
呑
み
助
、
実

業
家
、
点
燈
夫
、
地
理
学
者
…

さ
ま
ざ
ま
な
星
で
さ
ま
ざ
ま
な

住
人
と
出
会
っ
た
後
、
王
子
さ

ま
は
七
ば
ん
め
の
星
、
地
球
に

到
着
し
ま
す
。
そ
こ
に
は
、「
か

れ
こ
れ
２０
億
人
の
お
と
な
が
住

ん
て
い
る
わ
け
で
す
。
」
が
さ

て
…
。

▼
▼
名
作
を
読
む
会
５
月
予
定

サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ

『
星
の
王

子
さ
ま
』
（岩
波
書
店
版
他
）

第
５
回

５
月
２１
日

（
水
）
１
時
半
～

本
部
ホ
ー
ル

★　

名
作
を
読
む
会
提
案
募
集

サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
『
星

の
王
子
さ
ま
』
は
次
回
で
読
了

の
見
通
し
で
す
。
「
こ
の
本
が

読
み
た
い
」
「
あ
の
本
が
読
み

た
い
」
等
の
ご
提
案
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
事
務
所
ま
た
は

０
９
０
・
７
７
６
２
・
３
８
０
６

赤
染
迄

映
画
サ
ー
ク
ル

▼
▼
『草
原
に
抱
か
れ
て
』

５
月
１１
日

（
日
）
①
１０
時
半
～

②
１
時
半
～
③
６
時
５０
分
～

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
左
京
区
）

内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
の
都
会

に
暮
ら
す
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

ア
ル
ス
は
、
兄
夫
婦
と
と
も
に

集
合
住
宅
の
小
さ
な
部
屋
で
暮

ら
す
認
知
症
の
母
を
引
き
取

り
、
母
が
求
め
て
や
ま
な
い
故

郷
へ
連
れ
て
帰
る
こ
と
に
。
広

大
な
草
原
の
中
で
２
人
き
り
の

生
活
が
始
ま
る
が
、
母
の
病
状

は
次
第
に
悪
化
し
徘
徊
を
繰
り

返
す
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
ア

ル
ス
は
母
が
迷
子
に
な
ら
な
い

よ
う
縄
で
母
と
自
分
の
体
を
結

び
つ
け
、
一
緒
に
母
の
思
い
出

の
木
を
探
す
旅
に
出
る
。

２
０
２
２
年
／
９６
分
／
中
国

ほ
っ
こ
り
サ
ロ
ン

西
賀
茂
大
宮

映
画
サ
ー
ク
ル

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

手
話
サ
ー
ク
ル

読
書
サ
ー
ク
ル
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とりもどすために

新井康友
⑬ 家族のいない「家族介護」？

つ
い
に
２
０
２
５
年
に
な

り
ま
し
た
。
２
０
２
５
年
と

言
え
ば
「
２
０
２
５
年
問

題
」
で
す
。
２
０
２
５
年
問

題
と
は
、
２
０
２
５
年
に
団

塊
の
世
代
（
１
９
４
７
年
～

１
９
４
９
年
生
ま
れ
）
が
75

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
達

す
る
こ
と
で
、
医
療
と
介
護

の
需
要
が
急
増
し
、
現
場
が

逼
迫
す
る
ほ
か
、
社
会
保
障
・

社
会
福
祉
制
度
の
持
続
性
に

も
影
響
を
与
え
る
と
さ
れ
る

社
会
問
題
で
す
。

厚
生
労
働
省
は
団
塊
の

世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

２
０
２
５
年
を
目
途
に
、
重

度
な
要
介
護
状
態
と
な
っ
て

も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最

後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・

介
護
・
予
防
・
生
活
支
援
が

一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

は
、
介
護
に
対
す
る
心
配
は

払
拭
さ
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

社
会
保
障
審
議
会
介
護

保

険

部

会

で

は
、

次

期

(

２
０
２
７
年
度)

の
介
護
保

険
制
度
改
定
に
向
け
て
の
議

論
が
、
昨
年
末
か
ら
本
格
化

し
て
き
ま
し
た
。
厚
生
労
働

省
が
見
直
し
を
検
討
し
て
い

る
の
は
、
具
体
的
に
は

①
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
自

己
負
担
が
1
割
か
ら
２
割
へ

と
な
る
対
象
者
の
拡
大
、

②
要
介
護
１
・
２
の
訪
問
介

護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）
と

通
所
介
護
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）

を
介
護
保
険
制
度
か
ら
切
り

離
し
、
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業(

市
町
村

の
地
域
支
援
事
業)

へ
の
移

行
。
つ
ま
り
要
支
援
１
・
２

と
要
介
護
１
・
２
の
高
齢
者

は
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
の

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
、

③
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護
サ
ー

ビ
ス
計
画
）
の
有
料
化

の
３
点
で
す
。
こ
れ
ら
は
、

利
用
者
や
そ
の
家
族
、
専
門

職
員
な
ど
に
よ
る
大
き
な
反

対
に
よ
っ
て
何
度
も
「
先
送

り
」
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
厚
生
労
働
省
は
い

ず
れ
も
「
２
０
２
５
年
末
ご

ろ
ま
で
に
結
論
を
出
す
」
と

し
て
い
ま
す
。

今
日
、
「
お
ひ
と
り
さ
ま

ブ
ー
ム
」
と
言
っ
て
い
い
か

ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

単
身
者
が
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
介
護
保
険
制
度
は
家
族

介
護
者
が
い
る
こ
と
を
前
提

に
、
そ
の
家
族
介
護
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
言

え
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
家
族

が
あ
る
程
度
介
護
を
担
う
こ

と
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
介
護
を
担
え
る
家

族
が
い
な
い
場
合
を
十
分
に

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
言

え
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
が

あ
る
か
ら
と
言
っ
て
老
後
は

安
心
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

▲さまざまな人口ピラミッド
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原稿募集！

私の昭和百年

4 月より入社致しました、ねぎたのりこ
4 4 4 4 4 4

です。難しい名前ですね、と

よく言われます。神社の代表者、一番上が宮司さん、これを補佐、代

行するのが権
ごんのぐうじ

宮司。事務方トップが禰
ね ぎ

宜、これを補佐、代行するのが

権
ご ん ね ぎ

禰宜と聞いています。どこの神社にも権禰宜という位を持つ人がおられるそうです。この近

くでは、平野神社、北野天満宮、わら天神宮、今宮神社にももちろん権ごん禰宜ねぎと言われ

る方はおられます。

プライベートの時間では、父親の介護や掃除、洗濯、調理をして、ごく普通の事をしています。

たまには、近くの銭湯に行くのがとても楽しみです。

私の性格は、粘り強く物事をやり通す事がいい点で、悪い点は早とちりをして失敗してしま

う事です。こんな私でもこれからもよろしくお願いします。

新入職員紹介

禰宜田 法子 さん

今
年
の
年
号
は
︱

紀
元　

二
千
六
百
八
十
五
年

西
暦

２
０
２
５
年

明
治

１
５
８
年

大
正

１
１
４
年

昭
和

１
０
０
年

平
成

３
７
年

令
和

７
年

思
い
出
、
思
い
、
願
い

ま
た
個
人
に
よ
っ
て
は
被

爆
８０
年
、
終
戦
８０
年
に
重
き

を
置
く
人
も
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
生
協
く
ら
し
コ
ー

プ
の
組
合
員
は
お
そ
ら
く
９

割
が
た
昭
和
生
ま
れ
。
多
か

れ
少
な
か
れ
、
そ
し
て
良
し

悪
し
は
別
と
し
て
昭
和
の
お

世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
集
ま
り
で
、
「
親
の
苦

労
の
お
陰
で
私
た
ち
は
こ
こ

ま
で
生
き
て
き
た
―
」
と
話

題
に
な
り
ま
し
た
。

昭
和
百
年
は
今
年
か
ぎ
り
、

人
生
の
中
途
で
、
私
た
ち
が

育
っ
て
き
た
昭
和
と
い
う
時

代
を
ふ
り
返
っ
て
み
る
の
も

一
興
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

コ
メ
ン
ト
・
作
品
募
集

応
募
作
品
は
編
集
部
で
勝
手

に
選
考
、
共
感
を
呼
ぶ
作
品
を

本
誌
７
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

作
品
は
、
絵
手
紙
、
書
道

作
品
、
短
文
、
詩
歌
、
楽
譜
、

写
真
な
ど
、
印
刷
し
て
紙
面

に
掲
載
で
き
る
も
の
で
あ
れ

ば
ジ
ャ
ン
ル
を
問
い
ま
せ
ん
。

ご
応
募
は
、
事
務
所
持
ち

込
み
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー

ル
（
１６
㌻
カ
レ
ン
ダ
ー
下
に

NO
・
ア
ド
レ
ス
等
）
な
ど
で
。

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
の

場
合
は
念
の
た
め
事
務
所
に

お
電
話
で
ご
一
報
下
さ
い
。

昭
和
百
年

　
　
　

何
が
め

　
　
　

で
た
い

　
　
　

何
が
め

　
　
　

で
た
い

文
字
原
稿
等
よ
ろ
し
け
れ

ば
、
同
封
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

も
使
っ
て
下
さ
い
。

ず
れ
も
「
２
０
２
５
年
末
ご

ろ
ま
で
に
結
論
を
出
す
」
と

し
て
い
ま
す
。

今
日
、
「
お
ひ
と
り
さ
ま

ブ
ー
ム
」
と
言
っ
て
い
い
か

ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

単
身
者
が
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
介
護
保
険
制
度
は
家
族

介
護
者
が
い
る
こ
と
を
前
提

に
、
そ
の
家
族
介
護
者
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
言

え
ま
す
。
あ
く
ま
で
も
家
族

が
あ
る
程
度
介
護
を
担
う
こ

と
が
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
介
護
を
担
え
る
家

族
が
い
な
い
場
合
を
十
分
に

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
言

え
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
が

あ
る
か
ら
と
言
っ
て
老
後
は

安
心
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
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私のレシピ　　　　　　　　　　　
なすのみそ煮 佐竹輝子

（北区鷹峯）
【２人前】　

なす ２個　サラダ油 大さじ２　みそだれ 1/2 カップ　

【みぞだれ２人前】　

しょうゆ 大さじ２　さとう 大さじ 1/2　酒 大さじ１　赤みそ 大さじ１　白みそ 大さじ２

①みそだれの材料を合わせておく

②なすはへたを切り落し縦半分に切って表裏に斜め格子に切り目を入れ、長さを３等分して

　水にさらす

③なすの水気をよくふき、フライパンにサラダ油を熱してなすの両面を焼き、みそだれをから

　めると出来上がり

⦿なすのほか、ピーマンや玉葱、また厚揚げに鶏肉、豚肉、牛肉など炒めものやその他煮

　物銀だら、さば等がよく合います（みそだれ）。

⦿みそだれは簡単に作れるので多めに作っておくと便利。赤みそ、白みその代わりに中みそで

　も良い。その時は砂糖多にめ。

輝
子

一
万
歩
六
年
続
く
友
お

か
げ

爺
寝
て
る
足
も
早
や
ま

る
ス
ー
パ
ー
で
も四

紅
坊

年
金
が
ガ
ザ
爆
撃
に
使

わ
れ
る

（
考
え
て
み
れ
ば
、
投
信
は

も
と
よ
り
預
金
だ
っ
て
運
用

す
る
と
な
れ
ば
、
利
廻
り
の
よ

い
方
へ
流
れ
る
の
が
資
本
の

法
則
。
こ
れ
を
政
治
判
断
で
引

き
揚
げ
る
の
が
政
府
の
仕
事

―
３
月
２８
日
の
参
院
予
算
委

で
の
論
戦
か
ら
）

「
安
保
」
が
殺
す
宝
の

命
千
百
一

（

日

米

安

保

条

約

発

効

の

１

９

５

２

年

度

か

ら

２
０
２
３
年
度
ま
で
に
在
日

米
軍
が
起
こ
し
た
事
件
・
事

故
に
よ
る
死
者
は
１
１
０
１

人
―
３
月
２５
日
の
衆
院
安
保

委
で
の
防
衛
省
答
弁
か
ら
）

川
柳

　

こ
の
「
演
劇
的
集
団
」

は
、
自
分
で
は
劇
団
と
は

言
い
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で

も
「
劇げ

き
え
ん園

」
と
名
乗
り
ま

す
。
始
ま
り
は
「
一
燈
園
」

と
い
う
組
織
。
活
動
の
拠

点
は
京
都
市
山

科
区
に
あ
り
ま

す
。
主
催
者
は

西
田
天
香
さ
ん

と
い
う
修
業
者
。

「
す
わ
ら
じ
」
を

漢
字
で
書
け
ば

「
素す

わ

ら

じ

草
鞋
」
で
、

そ
の
字
の
通
り
、

日
本
中
ど
こ
で

も
出
掛
け
、
「
演
劇
的
表
現
」

で
、
公
演
を
為
し
、
「
観
客
」

と
出
会
っ
て
、
「
私
た
ち
の

考
え
を
お
伝
え
し
た
い
、
と

願
う
集
団
で
す
」
と
、
伝
え

て
居
ら
れ
ま
す
。

　

天
香
さ
ん
の
「
内
部
の
人

た
ち
」
に
は
、
こ
う
も
「
言

い
伝
え
て
」
お
ら
れ
ま
し

た
。
「
心
も
、
生
活
も
、
徹

底
し
て
「
お
光

ヒ
カ
リ

」
に
捧
げ
る

決
心
を
も
っ
て
精
進
し
て
い

る
事
」
。
「
あ
あ
、
見
せ
て
も

ら
っ
た
。
生
活
を
引
き
締
め

る
の
に
役
立
っ
た
」
と
言
わ

れ
る
よ
う
に
。

　

だ
か
ら
こ
そ
劇
園

の
者
も
一
段
と
反
省

と
自
粛
を
深
め
て
、

そ
の
期
待
に
そ
う
よ

う
、
又
、
出
た
名
を

辱
め
る
こ
と
の
無
い

よ
う
、
初
期
の
祈
り

を
振
り
返
り
演や

っ
て

も
ら
い
た
い
。
蔭
で

お
世
話
下
さ
る
方
達
の
ご
親

切
を
、
夢
に
も
忘
れ
な
い
よ

う
に
…
。
の
こ
の
こ
と
ば
。

　

カ
ナ
で
書
く
「
ス
ワ
ラ
ー

ジ
」
は
イ
ン
ド
の
イ
ギ
リ
ス

か
ら
の
独
立
行
動
を
現
わ

す
こ
と
ば
。
時
は
ま
さ
に

一
九
二
九
年
。
ど
う
関
連
し

て
行
く
か
？ 

（
荒
）

 
１
分
de
京
都　

こ
の
百
年
―
―

　
　
　
　
　
　
　

す
わ
ら
じ
劇
園
の
足
跡

清少納言
百三十七の段
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さ
あ
! 
一
番
喜
ん
だ
の
は

植
物
で
し
た
。
と
い
う
よ
り

「
葉
緑
体
」
と
呼
ば
れ
る
生
物

で
し
た
。
土
と
言
う
も
の
は

そ
の
か
ら
だ
の
な
か
に
た
く

さ
ん
の
「
小
さ
な
生
き
物
」

を
住
ま
わ
せ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
を
「
微
生
物
」
と

言
い
ま
す
。

　

そ
の
小
さ
な
生
き
物
た
ち

は
、
植
物
た
ち
に
と
っ
て
も

お
い
し
い
餌
に
な
っ
て
、
食

べ
た
そ
の
植
物
を
育
て
て
く

れ
る
と
い
う
繋
（
つ
な
が
）

り
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

が
野
菜
を
食
べ
て
育
つ
よ
う

に
。
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
よ
う

に
。
地
球
と
い
う
球
の
上
で

暮
ら
す
生
き
物
た
ち
は
み
ん

な
、
そ
ん
な
繋
り
で
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
繋
が
っ

て
、
生
き
て
居
る
の
で
し
た
。

 
[

企
画
広
告]

荒
木
昭
夫
の
語
り
物

み
ど
り
・
ミ
ト
ク
ン
・
ミ
ー

も

ち
ゃ
ん
18

地
球
に
は
土
が
在
り
ま
し
て
、

風
光
明
媚

⦿
ど
な
た
も
ご
自
慢
の
作
品
を
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
自
薦
他
薦
歓
迎
。

〔審査員選評〕

　写真家　豆塚　猛

タイトルがなかなか深い意

味を持っていて良いと思い

ます。野焼きの逆光で写真

的な魅力を生みました。画

像に縁取りが見えるのでト

リミングをされたのでしょ

うか。基本的にトリミング

はしないように、フレーミ

ングしてください。

「八十八分の一（つくり）」

福
村
賢
二

　
　
　

（
北
区
）
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 昭和百年 ╮ 真
夏
の
夜
の
夢

其の九　昭和あまり

　

夕
闇
の
迫
る
頃
、
誠
心
寺
の

門
前
に
参
々
伍
々
た
く
さ
ん
の

大
人
も
含
め
て
子
供
が
集
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
主
催
者
の

お
兄
さ
ん
が
ル
ー
ル
の
説
明
を

さ
れ
て
順
番
を
待
ち
ま
す
。
小

学
低
学
年
二
人
組
が
先
発
し

ま
し
た
、
…
そ
し
て
五
分
後
、

突
然
お
墓
の
方
か
ら
、
キ
ャ

ア
ー
ッ
と
声
が
し
て
、
待
っ
て

い
る
皆
ん
な
は
顔
を
見
合
わ
せ

て
カ
タ
ズ
を
の
ん
で
、
息
咳

切
っ
て
「
う
わ
ー
っ
、
恐
わ

か
っ
た
！
」
と
両
の
手
で
皆
ん

な
に
差
し
出
し
た
の
は
「
一
丁

の
コ
ン
ニ
ャ
ク
」
で
し
た
。
少

年
言
わ
く
「
お
墓
の
前
に
行
っ

た
時
首
筋
に
突
然
冷
た
い
物
が

ペ
タ
ッ
と
…
く
っ
付
い
た
。
ひ

や
ー
っ
と
息
が
止
ま
り
そ
う

や
っ
た
！
」
皆
ん
な
で
大
笑
い

し
ま
し
た
。

　

な
ご
や
か
な
良
き
時
代
で
し

た
。

（
イ
ラ
ス
ト
も
筆
者
）

　

昔
話

コープ
物件情報　
第 18 号！

★ 土地　公簿 59.5 ㎡ （私道面積 9.75 ㎡含む）
★ 建物 １Ｆ 24.26 ㎡　2F 30.96 ㎡
★ 築年月　平成１５年 1 月
★ 上水道 ・ 下水道 ・ 給湯
★ 接道方向等　有　私道に 3.9 ｍ接面　
　　　　　　　　　　 

　　

　　お問い合わせ先
　　くらしコープ不動産部
　　ＴＥＬ 075 ・ 432 ・ 3636

南向き　中古一戸建１４２０万円 （応談）　　　　

　　　　　　　　　　北区鷹峯
　　　　—築２２年 丁寧にお住まいです—
　　　　　☆オール電化☆天井収納庫あり

　☆ 市バス土天井町バス停より徒歩４分　
　☆ 京都市北区鷹峯旧土居町 1-53　

誠
心
寺

　
　

伏
見
区
深
草
直
違
橋　

　

北
大
和
街
道
沿
い
の
お

　

寺
。
浄
土
宗
、
山
号
は

　

藤
森
山
、
本
尊
は
阿
弥

　

陀
如
来
。

　
　

筆
者
の
子
ど
も
の
頃

　

か
ら
今
日
ま
で
住
民
・

　

信
者
を
見
守
り
続
け
て

　

い
る
。
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教室作品

◆
編
集
室
の
窓
◆

絵
手
紙
の
題
材
、
鳥
獣
戯
画

は
日
本
美
術
の
中
で
も
い
ち
ば

ん
興
味
を
そ
そ
ら
れ
ま
す
▼
栂

尾
高
山
寺
に
伝
わ
る
の
に
見
そ

び
れ
て
い
ま
す
。
レ
プ
リ
カ
―

陶
版
製
を
、
府
立
植
物
園
脇
の

陶
板
名
画
の
庭
だ
っ
た
か
、
徳

島
県
鳴
門
の
大
塚
美
術
館
だ
っ

た
か
で
観
賞
し
ま
し
た
。
中
学

美
術
の
時
間
に
習
っ
て
こ
の
年

に
な
る
ま
で
頭
の
片
隅
に
い
つ

も
存
在
し
て
い
ま
す
▼
何
と

言
っ
て
も
着
想
と
い
う
か
発
想

が
面
白
い
。
猿
・
兎
・
蛙
が
相

撲
を
と
る
。
蛙
が
兎
を
投
げ
こ

ろ
が
す
。
そ
れ
を
見
物
し
て
楽

し
ん
で
い
る
様
々
な
生
き
物
た

京都高齢者生活協同組合くらしコープ
〒 603-8232　京都市北区紫野東野町 1-5

　TEL　075(432)3636　 FAX075(451)6350

🌐https://kyotoelder.coop/

✉ honbu@kyotoelder.coop

郵便振替　00910-2-234479

2025 年 5 月 1 日発行

メールアドレス   kyoto.kc16@adagio.ocn.ne.jp

５月 27 日 （火）
9 ： 00 ～

　　本部ホール

紫式部丁合、 発送作業

短時間でもいいのでご協力お願いします。
※紫式部を配達してくださる方も募集中！

【
手
話
ク
イ
ズ
回
答
】

正
解
は
①
番
で
す
。

①
や
く
そ
く

②
守
る

③
破
ぶ
る

ち
。
動
物
界
は
知
る
よ
し
も
あ

り
ま
せ
ん
が
、
人
間
界
で
は
あ

り
得
る
―
あ
っ
て
欲
し
い
、
弱

肉
強
食
が
逆
転
し
て
い
る
世
界

で
す
。
（
相
撲
界
で
は
小
兵
が

大
型
力
士
を
倒
し
て
喜
ば
せ
て

く
れ
る
こ
と
が
結
構
あ
り
ま
す

ね
。
昔
の
宇
良
君
が
そ
う
で
し

た
。）
大
が
善
で
小
が
悪
と
言

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
小
が
い

つ
ま
で
も
負
け
て
い
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
▼
作
者
と
伝
わ
る

鳥
羽
僧
正
は
ど
ん
な
人
だ
っ
た

の
か
？
今
の
世
の
中
を
ど
う
コ

メ
ン
ト
す
る
だ
ろ
う
か
？
お
そ

ら
く
人
間
臭
い
坊
さ
ん
だ
っ
た

の
で
は
？
と
、
興
味
が
つ
き
ま

せ
ん
。

（
赤
染
益
輝
）
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